
可
観
小
哉
容
刈
六

け
り
。
但
・
慨
は
士
間
十
郎
が
刺
け
る
抗
、
口
と
腹
と
に
在
り
け
る
が
、

此
附
慨
に
て
死
居
た
り
と
か
や
。
さ
て
高
岡

へ
其
駄
を
引
て
往
宮
、
聞

し
て
京
都
へ
も
注
進
せ
り
。
北
ハ
名
未
知
と
也
。
形
骸
た
と
へ
ば
む
ぐ

ら
も
ち
陀
似
て
、
長
五
尺
ば
か
り
あ
り
。
乎
足
さ
し
つ
ま
り
、
首
は

明
と
が
り
、
闘
は
小
さ

t
耳
は
犬
の
如
〈
立
た
り
。
惣
形
よ
り
小
さ

t
、
毛
は
熊
の
如
〈
色
無
し
。
足
は
短
〈
銅
も
平
め
に
て
、
仰
に
熊

の
月
の
輸
の
如

t
な
る
も
の
あ
り
と
云
。

一
、判抽
出
廿
品
興
家
僕
追
放
の
都

民
興
率
引
飢

同
年
五
月
甘
三
日
卯
刻
、
予
m阿
部
M
て
脇
刺
を
取
て
蚊
帳
よ
り
起
削
ん

と
欲
す
る
所
陀
、
刀
・脇
指
共
に
枕
頭
花
組
…
之
。
依
て
思
ふ
陀
前
夜
熟

眠
の
内
に
お
h
問
所
ν
掠
か
。
日
米
如
斯
都
心
掛
の
所
陀
、
頗
る
無
念
の

至
生
・訟
の
恥
戸
時
不
過
之
。
創
出
れ
ば
非
v
所
ν
可
E

許
命
-
と
m

覚
悟
す
。
川
抑
止
ハ

先
づ
家
内
を
捜
索
す
る
の
所
、
露
路
の
塀
際
海
の
内
花
、
大
小
共
陀

刀
の
下
緒
K
て
結
び
、
は
ば
き
・
切
制
加
を
は
づ
し
取
り
、
且
叉
板
縁
に

喧
し
草
成
共
溢
の
松
根
陀
有
之
、
弧
事
の
値
不
審
也
。
依
而
疑
有
之

家
侠
岡
三
鰹
召
筒
之
て
、
支
配
一
矧
有
料
H

甚
六
郎
・
小
糸
勘
十
邸
前
人

へ
、
以
小
筒
招
之
の
所
、
午
の
下
刻
勘
十
郎
入
来
陀
付
則
委
曲
淡
し
、

且
自
殺
の
党
結
及
内
談
之
所
小
泉
云
。
大
事
を
志
す
者
は
如
此
の
小

六
八
O

事
に
非
ν
可
=
以
泥
一
自
殺
の
事
は
短
慮
の
至
也
と
、
古
今
の
例
主
事
て

相
示
之
。
但
御
近
期
間
山
中
仕
の
身
は
、
如
此
有
念
も
亦
其
理
あ
り
、
有

賀
へ
示
談
可
仕
と
て
龍
師
候
。
申
下
刻
陀
歪
り
、
件
の
趣
抑
可
懸
心

頭
事
K
非
十
、
口
十
辿
可
致
出
仕
皆
、
雨
入
よ
り
乎
紙
到
来
陀
付
致
登

城
候
庭
、
酎
酬
に
務
総
御
内
鑓
の
由
也
。
Mm
上
は
仮
令
傍
館
中
酬
明
弄
陀

及
ぶ
と
一
耳
央
、
不
可
宥
恥
辱
の
旨
漣
之
。
盟
昨
日
焼
有
之
三
人
の
家
侠

一
人
苑
、
於
附
所
途
吟
味
の
所
、

一
人
の
奴
僕
白
献
す
。

廿
八
日
件

の
悶
の
儀
、
秘
付
を
以
て
及
断
に
付
、
今
夜
有
資
・小
泉
雨
入
来
示
し

て
云
。
件
の
悶
死
刑
陀
付
て
は
、
於
公
事
場
拷
問
陀
及
び
共
上
の
沙

汰
た
る
べ
し
。
縦
令
指
を
抜
て
も
不
可
飽
候
。
然
共
御
近
剤
u
k
罷
在
、

彼
此
都
u
A
大
儀
候
も
亦
不
可
然
。
所
詮
死
川
伸
一
等
を
申
制
し
て
、
追
放

可
川
知
や
と
巾
附
候
。
布
非
科
の
趣
非
帥
跡
事
の
僚
、
罪
名
簿
去
の
上
に

申
刷州
、
手
自
可
令
殺
害
と
存
寄
候
。
然
共
段
々
一
被
仰
附
候
筋
も
致
承

服
候
上
は
、
兎
角
可
任
指
聞
の
回
目
領
本
す
。

依
之
六
月
六
日
上
口
へ

追
放
に
相
極
め
、
雨
続
人
召
寄
段
々
申
合
、
若
於
立
蹄
は
可
震
研
非

旨
設
文
篤
翻
候
。
七
日
昨
朝
追
放
の
伎
に
差
別
逃
候
若
様
、
的
活
仕

申
附
候
は
、
大
正
持
刷
所
帯
人

へ
追
放
者
召
遮
罷
越
候
。
断
に
も
可

及
干
の
旨
相
官時
候
成
、
添
胤
肌
有
之
干
の
由
申
に
付
、
添
献
は
蛙
一
之
段

申
候
成
、
左
候
へ
ば
獄
泊
候
。
然
共
町
移
行
村
井
叉
兵
衛
へ
、
共
旨

相
断
可
然
由
巾
に
付
、
印
刻
相
越
し
事
の
・
闘
を
申
越
健
施
、
只
今
迄

公
俄
は
加
山
総
老
中
叶
内
外
何
方
よ
り
追
放
候
て
も
、
刷
献
を
以
て
相
泊

候
。
先
づ
科
の
様
子
は
如
何
桜
の
趣
に
候
や
と
、
取
次
を
以
て
相
鯨

候
に
付
、
家
の
法
度
を
背
き
候
由
申
候
慮
、
然
ら
ば
其
差
添
候
者
に

詮
文
を
骨
材
致
候
て
、
闘
所
可
相
通
旨
申
陀
付
、
則
此
者
不
屈
の
儀
有

之
候
に
付
追
放
仕
候
。
添
献
は
不
指
越
候
。
誌
記
t

仲
四
郎
家
来
紛
蛙…

之
候
。
若
し
以
後
如
何
様
の
事
有
之
候
共
、
罷
出
鳴
可
申
旨
相
関
へ

、

叉
兵
術

L

九
時
間
陀
て
出
之
候
成
、
先
づ
是
に
て
可
相
通
候
。
罷
腕
候
は

ピ
、
側
所
の
俄
前
々
よ
り
添
赦
4
9
申
事
陀
候
へ
ど
も
、
其
格
仰
有
知

無
之
由
。
共

t
酷
証
文
取
位
候
。
殊
に
此
頃
本
多
安
房
殿
よ
り
、
判
形

等
も
弧
可
有
吟
味
旨
被
申
越
候
。
向
後
共
心
得
可
有
之
皆
、
具
に
可

申
旨
被
巾
候
。
刷
所
趨
川
足
較
指
添
候
て
、
被
通
之
候
由
也
。

一
、
年
次
と
蹴
せ
る
十
二
作
の
事

年
次
と
州
出
せ
る
十
二
時
悼
の
背
中
。
六
月
甘
七
日
県
御
納
戸
時
色
方
に
、

年
次
の
幻
と
犯
せ
る
十
二
件
有
之
候
。
御
覧
の
上
医
、
是
は
先
年
中

院
敗
よ
り
板
律
検
校
を
以

τ、
此
方
所
持
の
十
二
律
、
故
内
府
般
の

時
分
よ
り
仰
聞
及
候
。
常
時
盤
上
方
に
も
断
絶
候
僚
、
被
お
程
度
凶
凶

可
般
小
股
容
刈
六

御
懇
笠
に
付
則
被
地
候
。
若
し
共
同
劫
陀
て
候
干
、
表
御
納
戸
に
件
の

十
二
体
有
之
や
、
可
網
野
凶
百
被
仰
出
。
則
御
土
山
凧
に
有
之
、
御
山
中
行

持
参
上
之
候
。
共
銘
陀
一
耳
。

恩
徳
院
住
持

詮

重5

名
年
次

阪
永
十
九
年
八
月
日
敦
秋
作

抑
此
十
二
律
は
、
今
於
天
下
音
律
を
可
札
に
於
て
は
、
品
工
を
以
E
せ

宇
ん
ぱ
な
し
が
た
き
の
曲
。
先
年
中
院
阪
へ
被
遺
候
時
分
、
被
v
備
=
新

院
之
叡
覧
-
之
成
、
希
有
之
物
の
旨
勅
旋
有
之
、
お
を
被
v
m
p
{鳥山仰-と

云
。
微
妙
公
設
仰
愛
玩
と
云
。
四
辻
少
綿
公
館
の
家
4
4
浅
野
椛
左
衛

門
光
延
罷
越
候
に
付
、
年
次
卜
二
律
の
背
中
奥
村
兵
部
相
薄
候
慮
、
於

京
都
承
合
候
陀
、
能
成
記
銘
陀
て
は
蛙
之
巾
仰
候
由
に
て
御
座
候
。

彼
銘
に
御
座
候
忠
徳
院
は
、
佐
世
間
八
僚
溢
に
荷
之
候
。
彼
院
破
滅

陀
及
候
て
、
何
物
勾
組
問
心
院
へ
集
之
と
去
。
絵
師
世
は
敦
秋
が
兄
、

敬
秋
は
今
附
品
開
筑
後
守
立
秋
が
先
組
閣
秋
が
末
子
と
云
。
叉
蹴
年
次

は
一
年
陀
一
竹
づ
h
切
、
十
二
年
に
し
て
成
就
す
。
依
て
錦
織
鋭
と

云
。
於
京
都
も
潟
名
物
の
旨
、
其
沙
汰
有
之
や
相
野
候
威
、
克
加
山
…
比

類
物
の
よ
し
及
沙
汰
、
出
掛
人
等
も
粂
て
名
物
の
よ
し
有
知
候
由
光
延

六
入




